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研究成果の概要（和文）：分離型里帰り分娩を行う27組の参加（夫婦・家族サポーターを一組とする）があり、里帰り
分娩の期間は平均約98日、里帰り分娩の終了時期の平均は産後約2ヵ月であった。里帰り分娩中の満足度は、非常に満
足している・満足している割合は、夫は約81％、妻は約85％、家族サポーターは約93％、次回妊娠時に里帰り分娩を希
望するかについては、夫の約70％、妻の約78％が希望しており、家族サポーターの約96％が里帰り分娩を受け入れても
よいと回答していた。
ビデオ会話に利用による父子愛着形成や夫婦関係への明確な効果は認められなかった。ただ、夫婦関係と夫婦の会話の
満足度には強い相関が認められた。

研究成果の概要（英文）：Twenty seven couples and their family supporters who separated during Satogarri 
Bunben participated in this study. The average length of Satogaeri Bunben was about 98 days and the 
average time to complete Satogaeri Bunben was about two months postpartum. The very satisfied or 
satisfied rates of Satogaeri Bunben were about 81% of husbands, 85 % of wives, and 93% of family 
supporters. About 70% of husbands, 78% of wives, and 96% of family supporters would like to choose 
Satogaeri Bunben in next pregnancy.
There were not significant effects of vide-mediated communication to couples honoring Satogaeri Bunben in 
father-infant attachment and a couple's marital relationship. However, the significant strong correlation 
were found between a marital relationship and couple's communication satisfaction.

研究分野：母性看護学
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１．研究開始当初の背景 
 里帰り分娩は、300年以上にもわたる日本
の出産に関わる伝統であり、社会経済状況の
変化にもかかわらず、現在でも約 15％前後の
妊娠している夫婦が妊娠・出産に関わる援助
を実家の両親から受けるために選択してい
ると考えられている。里帰り分娩の功罪は、
医学の進歩に伴い、医学的リスクから社会的
リスクにシフトされているといわれている
が、大賀(2009)が里帰り分娩に関する研究の
文献レビュー論文でも指摘しているように、
里帰り分娩による父子の愛着形成や夫婦関
係といった社会上の問題についての研究は
みられていない。また、研究結果に影響を与
えるであろう里帰り分娩の定義（妊娠中から
夫婦が別々に暮らすのか、産後のみ別々に暮
らすのか、夫婦ともに実家で暮らすのかな
ど）を明確に示している研究が少ないのが現
状である。 
 里帰り分娩で別々に暮らす夫婦へのサポ
ートシステムとしては、古家(1997)が 1組の
夫婦の症例研究を行って、妊娠中から離れて
暮らす夫に胎児心音メールや分娩の疑似体
験・育児技術の取得などにより、父性意識の
向上や児への愛着向上につながったとして
いる。本研究者は、日本人が察するなどの非
言語的会話を言語的会話以上に重要視する
民族であること、新生児は言語的会話が行え
ないこと、大画面のため一対一だけではなく
多人数対多人数であること、ハンドフリー(児
を抱いたままでも会話が可能である)、通話費
用が安価でだれでも利用可能であることな
どから、分離型里帰り分娩で別々に暮らす夫
婦へのサポートシステムとしてウェブカメ
ラの効果の検討を、博士課程の卒業研究とし
て妊娠後期から出産後６か月までの症例対
象研究をとして行った。結果としては、対象
者が４組の夫婦ではあったものの、Mixed 
Methods(質的データをメインにした質的・量
的の混合法)により、里帰り分娩中の夫と妻双
方から、里帰り分娩中の配偶者・児への思い
を汲み上げられたものの、対象数が少ないこ
とから里帰り分娩の親子愛着と夫婦関係へ
のビデオ会話の効果について、明確な結論を
見出すことはできなかった。里帰り分娩のサ
ポートシステムに関する過去の研究はこの
２つのみに限られ、しかも対象数が少ない症
例研究にとどまるため、明確なサポートシス
テムの有効性については明確には示されて
いない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、里帰り分娩で別々に暮ら
す夫婦または父子の会話に注目し、その会話
が父子（親子）愛着と夫婦関係へどのように
影響するか、分離型里帰り分娩中の利点・問
題点の抽出ができ、分離型里帰り分娩に関連
した小児虐待/育児放棄や DV の早期発見の
必要性を認識することができるか、の 2点に
ついて検討することである。医学・社会的な

意義として、①出産前後の夫婦が別々に暮ら
すことになる分離型里帰り分娩の問題点と
して指摘されている父（親）子愛着と夫婦関
係の実態について検討し、ビデオ会話がどの
ように父と母子の会話を向上させ、父親の新
生児の理解を促すのみならず、妻（母親）の
育児状況や祖父母のサポート状況を理解し、
里帰り分娩が終わった後に家族の新生活の
構築がスムーズに進むかについて明確にす
ることができる、②父（親）子愛着と夫婦関
係によっては、父親の完全な妻と児との分離
をビデオ会話による仮想共同空間で阻害す
ることで、里帰り分娩後の小児虐待/育児放棄
やDVのリスクを軽減できるのはないかと予
想される、③里帰り分娩が終了した後も、特
に児を抱えて外出が限られやすくなる母の
精神的なサポートとして別居している祖父
母が児（孫）の養育に関わっていけるよう、
ビデオ会話による夫婦・児と祖父母の関係を
保持が期待できる、④里帰り分娩日記により
分離型里帰り分娩中の利点・問題点の抽出が
できる、と考えた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、所属大学の倫理委員会の承認
（京都大学大学院医学研究科・医学部及び医
学部附属病院 医の倫理委員会 E1427）を得
た後、平成 24 年 7 月～平成 27 年 11 月まで
実施された。研究参加者募集は平成 24 年 7
月～平成 26 年 8 月まで、分娩施設のある医
療機関およびマタニティ情報を提供するウ
ェブサイトおよび地方新聞などの公共媒体
にて行われた。研究参加者の包含基準は、①
結婚している 20 歳以上の初産婦の日本人夫
婦、②妻が妊娠中から里帰りのため夫と別々
に暮らし週 2回以上会えない、③妊娠 28～35
週にあり、お産後１か月までは分離型里帰り
分娩を続ける、④ 里帰り分娩先（妻のいる場
所）か夫婦の家（夫のいる場所）のどちらか
にコンピューターとインターネット環境が
ある、⑤ 夫、妻、里帰り先の家族サポーター
の 3人一組が研究に参加できる、である。除
外基準は、①研究の問い合わせ時に、周産期
合併症のため入院している場合（切迫早産、
双胎妊娠、前置胎盤など）、②研究の問い合
わせ時に、胎児および新生児合併症が疑われ
ている場合(胎児奇形など)、である。 
 本 研 究デ ザインは、 Mixed Methods 
(convergent parallel design)による実験的研究 
(Basic pretest-protest design of selected 
experimental randomized design)かつ縦断研究
である。質的データは NVivo 10を用い、記述
的分析(descriptive analysis)を行い、量的デー
タは SPSS ver.21 を用い、記述統計、t-検定、
相関などの分析を行った。 
 
４．研究成果 
１）里帰り分娩の実際 
 参加者の概要として、夫の平均年齢は約 32
歳、妻の平均年齢は約 30 歳、家族サポータ



ーの年齢は約 58 歳であった。家族サポータ
ーは、妻との続柄として約 82％が実母、約
11％が実父、きょうだい（妹、弟）は約 7％
だった。夫は全員正職員であり、妻は約 63％
が無職（主婦）、家族サポーターは 37％が無
職で約 26％が正職員、約 22％が臨時職員で
あった。全ての夫婦の家族形態は核家族であ
り、自宅と里帰り分娩先の距離は県外が約
85％、県内が約 15％で、車での距離（時間）
とすると平均約 6時間であった。結婚年数の
平均は約 2.6 年であり、計画妊娠の有無では
夫は約 78％、妻は約 74％であった。 
 里帰り分娩の決定者はほとんどが妻であ
り、他には夫が約 6 割前後挙げられていた。
里帰り分娩を選択した主な理由としては、
「サポートの問題」と「妻の要因（妻の希望
や安心感を求めるなど）」が挙げられていた。 
 里帰り分娩の期間は平均約 98 日であり、
分娩時の夫の立会いは約 48％、里帰り分娩中
の夫の訪問は平均約 8回、里帰り分娩の終了
時期の平均は産後約 2ヵ月であった。 
 里帰り分娩の満足度を 5段階評価（非常に
満足している・満足している・どちらでもな
い・満足していない･とても満足していない）
で表してもらったところ、非常に満足してい
る・満足している割合は、夫は約 81％、妻は
約85％、家族サポーターは約93％であった。
満足していないは妻と家族サポーターのみ
に約 4％あった。とても満足していないと回
答したものはいなかった。 
 次回妊娠時に里帰り分娩を希望するかに
ついては、夫の約 70％、妻の約 78％が希望
しており、家族サポーターの約 96％が里帰り
分娩を受け入れてもよいと回答していた。 
 
２）里帰り分娩中・後の離れている家族との
連絡方法 
①利用した連絡方法の数・種類・頻度、その
理由 
 里帰り分娩中の産後1ヵ月時に夫婦間で主
に利用した会話の連絡方法の数は平均約 3.0
であり、携帯電話（スマートフォンなども含
む）が約 62％と最も利用されていた。ついで
携帯メールは約 57％、ビデオ会話が約 43％
であった。里帰り分娩終了後の産後 6ヵ月お
よび 12 ヵ月で離れている家族（実父母など）
との連絡として利用した方法の数は、約 2.5
と 2.6 であった。最も利用されている会話方
法としては、産後 1ヵ月時と同様に携帯電話
（スマートフォンなども含む）と携帯メール
が全体の約 7－9 割を占めており、ついでビ
デオ会話が約 3割強であった。利用した連絡
法のうち最も利用した３つの連絡方法の頻
度をみてみると、産後 1ヵ月時の夫婦間での
会話は約 5－6 割が毎日利用しており、つい
で 2 割前後が 1 週間に 2－3 回程度、約 13％
が 1週間に 1回の利用をしていた。産後 6･12
ヵ月時での利用頻度をみてみると、毎日利用
が 15－20％前後、1 週間に 2－3 回程度の利
用が約 20－27％、1週間に 1回が約 16－25％

となっていた。 
 里帰り分娩中の産後1ヵ月時に夫婦間で主
に利用した会話の連絡方法の選択理由とし
ては、「容易さ（簡単、気軽、便利）」が最も
挙げられており、ついで「会話方法の特徴（顔
が見れる、写真が遅れるなど）」、「費用が無
料または安価」が挙げられていた。産後 6ヵ
月および 12 ヵ月時の離れている家族との連
絡方法の選択理由は、産後 1ヵ月時と同じく
「容易さ（簡単、気軽、便利）」が最も挙げ
られており、ついで「会話の特徴（写真が見
れる）」と「費用が無料または安価」がみら
れていた。他には「その会話方法しかもって
いない（またはもっていない）」もみられた。
家族サポーターのみの意見として、「会話方
法によって起こる気持ち（声が聞きたい、楽
しみ）」などが挙げられていた。 
 
②ビデオ会話の経験 
 参加者 27 組のうち、研究の問い合わせ順
にランダムに 14 組を Treatment Group（対象
者グループであり里帰り分娩で別々に暮ら
す夫婦でビデオ会話を利用しながら里帰り
分娩中の日記をつけてもらう；以降 TG と略
する）、13 組を Control Group（非対象者グ
ループであり里帰り分娩で別々に暮らす夫
婦で里帰り分娩中の日記をつけてもらう；以
降 CG と略する）に分類した。 
 TG 夫婦のうち、本研究以前にビデオ会話の
経験のあるものは半数おり、その経験期間は
1～5年以内が57％、6ヵ月～1年以内が29％、
5年以上が 15％であった。産後 1ヵ月時のビ
デオ会話利用の満足度は TG 夫婦のみに尋ね
ているが、肯定的な意見（非常に満足してい
る・満足しているが）は約 86％、どちらでも
ないと満足していないはそれぞれ約 7％であ
った。里帰り分娩中のビデオ会話の利用状況
として、回数は平均約 9回（分離型里帰り分
娩期間中の割合にすると平均 0.09 回/日）、1
回のビデオ会話時間の平均は約 49 分であっ
た。ビデオ会話の相手は配偶者が 100％、つ
いで児が 42％であり、妻の父母・きょうだい
は約 2～5％であった。産後 1ヵ月時の里帰り
分娩後の離れている家族とのビデオ会話の
利用継続については約 79％が利用したいと
回答しており、その主な理由として「実父母
に子ども（孫）の成長を見せてあげたい」と
いう意見が最も多くみられていた。 
 産後 6ヵ月時（里帰り分娩後）の離れてい
る家族とのビデオ会話の利用状況について
は、利用していたのは約 52％であり、頻度と
しては月に1回が約48％をしめていた。また、
毎日との回答も約 10％強みられた。利用する
主な理由は主に肯定的な意見と否定的意見
に分かれたが、肯定的な意見が否定的な意見
よりも多くみられ、「子どもの成長・様子を
見せたい・みたい」や「（主に妻の）気晴ら
し・気分転換になる」があった。否定的な意
見としては、「時間（タイミング）をあわせ
るのが難しい」「子どもの状況に左右される」



などがあった。産後 12 ヵ月時の離れている
家族とのビデオ会話の利用状況については、
利用していたのは約 38％であり、頻度として
は週に 1 回、2 週に 1 回、月に 1 回がそれぞ
れ 25％を占めており、ついで毎日が約 19％
であった。利用しているもののうち、肯定的
な意見がほとんどであり、「子どもの成長・
様子を見せたい・みたい」、「（主に妻の）気
晴らし・気分転換になる」と 6ヵ月時と同様
の意見がみられた。否定的な意見は 1人のみ
に聞かれているが、「ビデオをつなぐのが手
間」や「他の会話方法を使うことが多い」な
どであった。 
 産後 12 ヵ月以降も離れている家族とビデ
オ会話を継続するかについては、約 67％が利
用したいと答えており、その理由としては
「子どもの成長・様子を見せたい・みたい」、
「（お互いの）顔が見れる」、「（妻の）ストレ
ス解消になる」などがあった。一人のみの意
見であるが、「子供が祖父母の顔を忘れない
ようにする」や「子どもも喜んでいる」など
もみられていた。利用しないと回答したもの
（約 26％）の意見としては、「他の会話方法
を利用する」、「特に必要としない」があった。 
 
③里帰り分娩中・後の夫婦におけるビデオ会
話利用の効果 
 はじめに、父子愛着形成と里帰り分娩中の
ビデオ会話利用の効果についてみてみる。縦
断的に妊娠中の里帰り分娩開始時（または研
究参加時）、産後 1 ヵ月時、産後 6 ヵ月時、
産後 12 ヵ月時の父親の対児感情において TG
と CG の間には違いはみられなかった。CG は
TG に比べ、里帰り分娩中の夫の訪問回数が有
意に多かったこともあってか、産後 1ヵ月時
の対児感情に両群の違いがみられなかった
可能性がある。しかし日記による TG の夫の
意見をみてみると、ビデオ会話を用いること
で、音声だけではなく視覚情報を得ることが
出来るため、言語的会話をすることが出来な
い児の生活や成長の状態を理解し、妻との育
児経験の共有を仮想共同空間（virtual 
co-presence）によって行うことが出来てい
た。横断的にみてみると、TG は産後 1ヵ月と
6 ヵ月、CG は産後 6 ヵ月と 12 ヶ月の対児感
情のうち接近感情について有意に違いがみ
られた。TG に注目してみると、産後 6ヵ月時
の接近感情は産後1ヵ月時に比べると有意に
高くなっており、やはり現実に児との生活を
することでより児との親密感が湧き、愛着が
促されていることが分かった。 
 つぎに、夫婦関係と夫婦の会話の満足度か
ら里帰り分娩中のビデオ会話利用の効果を
みてみる。両群において、夫婦関係と夫婦の
会話の満足度には有意に比較的強い～強い
相関が認められた。縦断的には妊娠中の里帰
り分娩開始時（または研究参加時）、産後 1
ヵ月時、産後 6 ヵ月時、産後 12 ヵ月時の夫
婦関係と夫婦の会話の満足度において、TG と
CG の間には違いはみられなかった。夫婦関係

と産後1ヵ月時の夫婦の会話方法の数または
里帰り分娩中の夫の訪問割合は CG グループ
では有意に比較的強い相関が認められてい
た。横断的には、両群とも産後 1ヵ月時の夫
婦の言語的な会話の満足度は産後6ヵ月時よ
りも有意に高かった。また、TG のみでは産後
1 ヵ月時の会話の満足度は産後 6 ヵ月時より
も有意に高く、非言語的会話の満足度では産
後 12 ヵ月時は産後 6 ヵ月時よりも有意に高
かった。夫婦関係のうち相手を思いやる側面
では、TG のみ妊娠中と産後 1ヵ月時、産後 1
ヵ月時と産後6ヵ月時に有意な差がみられた。
CG では相手をコントロールする側面におい
て産後 1ヵ月時と産後 6ヵ月時に有意な差が
みられた。里帰り分娩中の日記における夫婦
の会話についての記述をみてみると、TGはビ
デオ会話についての記述が最も多く、CGでは
携帯電話（スマートフォンを含む）が最も多
かった。また、両群ともに次に多い記述は夫
の訪問に関してであった。ビデオ会話の記述
では、主に 4つの記述（肯定的な意見、否定
的な意見、ビデオ会話によって生じる思い、
カメラ・インターネットの状況）に分けられ
た。最も多い記述は肯定的意見であり、その
なかでも「お互いの顔が見える」「経験を共
有できる」「書類や自宅の環境を確認するこ
とが出来る」「動く児を見ることができる」
といった視覚的情報が得られることによる
意見が最も多かった。TG は本研究の目的とし
てビデオ会話の情報および環境を提供され
ていたためか、音声のみや停止画面に比べよ
り質の高い会話環境（特に動画といった視覚
情報）を手に入れることができていたことを
読み取ることが出来た。それに比べ、CGは自
らでより良い会話方法を検索したり、または
夫が訪問したりといった工夫を行っており、
縦断的な量的データでは両群間における量
的な違いがみられなかった一因であるかと
考えられる。また、横断的な量的分析では、
従来から懸念されている里帰り分娩後の夫
婦関係のリスクが明らかとなった。里帰り分
娩中（産後 1ヵ月時）と里帰り分娩後（産後
6 ヵ月時）を比較すると、両群ともに夫婦が
共に暮らしている産後6ヵ月時の方が夫婦の
会話の満足度や夫婦関係で相手を思いやる
側面が低くなっている。里帰り分娩に限らず、
遠距離恋愛にあるカップル（夫婦も同様）で
も一緒に過ごすことになった場合に危機的
な状況におかれるといわれており、本研究の
夫婦においても同様みられている。しかし、
分離型里帰り分娩の夫婦の場合は、遠距離恋
愛のカップルよりもさらに新しい家族構成
および役割獲得への不安やストレスが加わ
ることで、危機的状況を招きやすくなるので
はないかと示唆された。 
 
３）里帰り分娩中・後の夫婦のサポート状況 
 里帰り分娩開始時に産後に期待するサポ
ート数の平均は約 5.1 であり、サポートの種
類では実母が約 93％、配偶者が約 76％、実



父が約 72％であった。里帰り分娩終了後の産
後6ヵ月における利用しているサポートの数
は平均約6.1で、配偶者が約96％と最も多く、
ついで実母（妻の母）が約 59％、夫の母が約
46％であった。産後 6ヵ月時に希望するサポ
ートとして挙げられていたものは、「託児施
設などの育児に関する施設･場」が最も多く、
ついで「特にない」、「行政機関からのサポー
ト」、「各種のサービス」であった。産後 12
ヵ月における利用しているサポートの数は
平均約 3.8 で、配偶者が約 98％と最も多く、
ついで実母（妻の母）が約 59％、実父（妻の
夫）が約 43％であった。産後 12 ヵ月時に希
望するサポートとして挙げられていたもの
は、産後 6ヵ月時と同様に「託児施設などの
育児に関する施設･場」が最も多く、ついで
「助産師、ベビーシッター、両親などのサポ
ートしてくれる人」、「行政機関からのサポー
ト」、「各種のサービス」であった。 
 里帰り分娩中の夫婦へのサポートとして
希望することについて、夫婦では「里帰り分
娩中の会話方法」を最も挙げており、家族サ
ポーターは「夫婦への配慮」「妻（娘）への
配慮」を最も挙げていた。 
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